
−45− −46−

１　題　　材　え？名前で絵（絵に表す）

２　指導計画（総時数４時間）

３　本　　時（１／４）

　⑴　目標

　名前の文字を面白い絵に表すために，自分の思いを効果的に表現する文字の形や色の使い方に

ついて考えることができる。

　⑵　評価規準

　　○  文字を変形したり色を使ったりしながら，絵に表していくことに関心をもち，取り組もうと

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【造形への関心・意欲・態度】

　　○　名前の文字を絵に表すために，アイデアスケッチをしながら文字の形や色の使い方を考える

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【発想や構想の能力】

　⑶　指導に当たって

　これまでに，子どもは，想像した世界を絵に表現することを楽しみながら，その内容の色の組

合せや表し方を工夫してきた。そこで，この題材においても，自分のイメージがうまく伝わるよ

うに，形や色の使い方を工夫して絵に表すようにしたい。

　「思いをもつ」過程では，作品例や身近な企業のロゴなど文字を材料にしたデザインを見せて，

形の変化や色の使い方に注目させ，名前の文字を面白い絵にしたいという意欲を高めることがで

きるようにする。また，題材名ボードを提示し，活動の見通しをもつことができるようにする。

　「思いをふくらませる」過程では，同じ名前の二つのデザインを提示し，そこに感じるイメー

ジの違いを出し合うことで，自分のイメージをもって，文字の形や色の使い方を工夫したいとい

う思いをもつことができるようにする。また，「見える図（イメージマップ）」に自分の表したい

思いや表現の仕方をかき，文字の形や色の使い方を具体的に考えることができるようにする。

　「思いを表現する／自他のよさに気付く」過程では，作成した「見える図」を基に，アイデア

スケッチをし，自分の思いを効果的に表す方法を試していけるようにする。また，グループでの

協同的な「学び合い」の中で，友達の思いと表現の工夫について交流しながら，友達の作品のよ

さに気付いたり，自分の作品を見つめ直したりできるようにする。

　「新たな思いをもつ」過程では，自分の思いと表現の工夫がうまく合ったアイデアスケッチを

紹介したり，協同的な「学び合い」の中で考えたことを自分のアイデアスケッチに付け加えさせ

たりして，今後の活動への意欲を高めることができるようにする。

授業Ⅱ

５年１組　33名　指導者　　藤　谷　祐一郎

図画工作科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　自分のイメージや表現したい方法を「見える図」で広げることは，自分の思いをより効果的

に表現することにつなげる手立てとして有効であったか。

○　協同的な「学び合い」で，それぞれの思いと表現の工夫について交流することは，友達の作

品のよさに気付いたり，自分の作品を見つめ直したりする手立てとして有効であったか。
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　⑷　本時の展開            　　    〔　〕子どもの意識　       指導の手立て    ※評価
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